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平成 29 年度八戸市一般会計予算などを可決

　平成 29 年 3 月定例会は、2 月 21 日から 3 月 16 日までの 24 日間の会期で開かれ、平成 28

年度八戸市一般会計補正予算など、議案 84 件を可決して閉会しました。

八戸圏域連携中枢都市圏連携協約を締結しました︕
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議会報告会を開催します

　八戸市議会では、市民の皆様にわかりやすく開かれた議会を目

指し、議会報告会を開催します。

　議会報告会では、八戸市議会の活動概要などを説明するほか、

市民の皆様と意見交換を行います。

　多くの方のご参加をお待ちしております。 （申込不要）

日　時　平成29年５月21日 (日) 午後２時00分～

場　所　八戸市総合福祉会館 「はちふくプラザねじょう」

内　容　議会活動報告

意見交換

○連携中枢都市圏について

○（仮称）三日町にぎわい拠点「マチニワ」について

はちのへ市議会だよりがスマートフォン・タブレットで閲覧できます！

○ スマートフォン用無料アプリ「マチイロ」で、「はちのへ市議会だより」を読むことができます。

○ アプリのダウンロードは無料ですが、通信費は利用者の負担となります。

○ このアプリは、株式会社ホープが作成・運営しています。閲覧中に表示される広告内容に、八戸市は責任を負いかねます。
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会派別議案賛否一覧表 議
案
の
賛
否

○：会派全員が賛成　　×：会派全員が反対
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議決結果

市
長
提
出
議
案

予算

平成29年度八戸市一般会計予算 ○ ○ ○ × ○ ○ 原案可決

平成29年度八戸市自動車運送事業会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

平成29年度八戸市立市民病院事業会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

平成29年度八戸市国民健康保険特別会計予算　他12件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

平成29年度八戸市学校給食特別会計予算 ○ ○ ○ × ○ ○ 原案可決

平成28年度八戸市一般会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

平成28年度八戸市自動車運送事業会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

平成28年度八戸市立市民病院事業会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

平成28年度八戸市国民健康保険特別会計補正予算　他11件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

人事 八戸市教育委員会教育長の任命 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

条例

八戸市企業立地促進条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

八戸市議会の議決すべき事件を定める条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

八戸市基金の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

八戸ポータルミュージアム条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

八戸市個人情報保護条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ × ○ ○ 原案可決

八戸市附属機関設置条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

八戸市市税条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

八戸市学校給食条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

国際観光ホテルの整備に伴う八戸市市税の特別措置に関する条例の一部を
改正する条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

八戸市中央卸売市場条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

八戸市津波防災センター条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

八戸市職員定数条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

八戸市広域医療連携基金の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

八戸市立市民病院事業管理者の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条
例

○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

八戸市営住宅条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ × ○ ○ 原案可決

八戸市手数料条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

八戸市指定障害福祉サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準等を定
める条例の一部を改正する条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

八戸市障害福祉サービス事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部
を改正する条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

契約

尻内雨水ポンプ場（沈砂池・除塵設備）整備工事（その２）請負契約の締結 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

尻内雨水ポンプ場（電気設備）整備工事請負の一部変更契約の締結 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

包括外部監査契約の締結 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

 (仮称） 三日町にぎわい拠点本棟工事請負契約の締結 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

西白山台小学校校舎・屋内運動場本棟工事請負の一部変更契約の締結 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

旧八戸市鮫清掃工場解体撤去工事請負の一部変更契約の締結 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

尻内雨水ポンプ場排水樋管整備工事委託の一部変更契約の締結 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

八戸市中央駐車場・公用車車庫解体工事請負の一部変更契約の締結 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

その他

市有財産の無償譲渡（事務所及び倉庫用建物） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

市有土地の売払い ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

市道路線の廃止及び認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

市有財産の無償譲渡（事務所用建物） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
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人事案件

※議員個別の賛否状況については、市のホームページでご覧になれます。
※吉田淳一議長は採決に加わっていません。

自 由 民 主 ・

市民クラブ

久　保　百　恵

高　橋　一　馬

藤　川　優　里

壬　生　八十博

秋　山　恭　寛

岡　田　　　英

高　山　元　延

小屋敷　　　孝

豊　田　美　好

大　館　恒　夫

日　當　正　男

工　藤　悠　平

森　園　秀　一

立　花　敬　之

坂　本　美　洋

きずなクラブ

冷　水　　　保

田名部　和　義

寺　地　則　行

三　浦　博　司

五　戸　定　博

吉　田　博　司

古　舘　傳之助

八　嶋　　　隆

公 明 党 中　村　益　則 夏　坂　　　修 前　澤　時　廣

日本共産党議員団 苫米地　あつ子 田　端　文　明

無所属（Ｉ）伊　藤　圓　子

無所属（Ｙ）山　名　文　世

無 所 属 吉　田　淳　一

○八戸市教育委員会教育長に、次の方を任命す

　ることに同意しました。

　　　　 伊
い

　藤
とう

　博
ひろ

　章
あき

　氏

平成 29 年度八戸市一般会計予算　予算総額 945 億円
 主なもの

　○道路・排水路等重点改良事業費 （道路・排水路等の重点的な補修）･････････････････････ 18 億 1,000 万円

　○総合保健センター整備事業費 （用地購入など）･･･････････････････････････････････ 11 億 9,738 万 7 千円

　○（仮称）三日町にぎわい拠点整備事業費 （建築工事、展示工事など）･･･････････････････ 4 億 1,315 万円

　○市制施行 88 周年記念事業費（史跡根城薪能など）･･･････････････････････････････････2,626 万 7 千円

　○新聞力活用事業費（小中学校への新聞配備に要する経費）･･･････････････････････････････695 万 2 千円
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議決結果
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その他

権利の放棄 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

八戸地域広域市町村圏事務組合の共同処理する事務の変更及び規約の変更 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

連携中枢都市圏の形成に係る連携協約の締結　全７件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

定住自立圏形成協定の廃止　全７件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

団体営七崎地区基盤整備促進事業の事務の委託を廃止すること ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

青森県新産業都市建設事業団に委託すべき事業に関する計画の一部変更に係る
協議

○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

新たに土地が生じたことの確認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

新たに生じたことを確認した土地の区域の編入 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議員
提出
議案

意見書 無料公衆無線ＬＡＮ（Ｗｉ－Ｆｉ）環境の整備促進を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

○：会派全員が賛成　　×：会派全員が反対

意見書

会派別所属議員

　議員提出議案として、次の意見書を可決し、関係

機関へ提出しました。

○無料公衆無線ＬＡＮ（Ｗｉ -Ｆｉ）環境の整備

　促進を求める意見書

（内容）

　Ｗｉ -Ｆｉ環境の整備促進は、インバウンドのさ

らなる増加だけでなく、防災拠点となる公共施設等

の災害時における通信手段の確保にも大きく貢献す

ることから、次の項目について強く要望する。

１．鉄道、バス等の公共交通機関やホテル、旅館等

　　の宿泊施設などの民間施設に対するＷｉ -Ｆｉ

　　整備支援事業を一層拡充すること

２．日本遺産、国立公園等の観光拠点や観光案内所

　　におけるＷｉ -Ｆｉ環境の整備を一層促進し、

　　観光地の機能向上や利便性向上を図ること

３．防災の観点から、避難所、避難場所としての学

　　校、公民館等の防災拠点や、被災場所として想

　　定される博物館、自然公園等の公的拠点へのＷ

　　ｉ -Ｆｉ環境の整備を行う地方公共団体に対す

　　る支援事業を一層拡充すること
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新
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な
ど
に
対
す
る
各
会
派
の
意
見

自由民主・市民クラブ

　平成 29 年度予算および関連議案は、予算特別委員会で審査し、３月 16 日の本会議で全議案と

も賛成多数で可決されました。

　その際、各会派および無所属議員が討論を行いましたので、その要旨を掲載します。

きずなクラブ

公明党 日本共産党議員団

無所属（Ｙ）

新年度予算などに対する各会派の意見

無所属（Ｉ）

　

 全議案に賛成

　一般会計・各特別会計予算では、行政資源の最適

化による市民サービスの向上を基本方針として、財

政の健全化に配慮しつつ、福祉の充実や、自律的で

持続可能な地域をつくるための各種政策を反映した

予算編成となっていることなどを高く評価し、中核

市として、また、八戸圏域連携中枢都市圏の中心市

として、さらに発展することを期待する。

　自動車運送事業では、利用者が減ってきている中、

公共交通機関として都市機能の重要な役割を担い、

経営努力していることを高く評価し、今後も安全・

安心の確保やサービス向上に努めることを期待する。

　市民病院事業では、地域医療支援病院として、他

の医療機関との機能分担による連携推進に努めたこ

となどを高く評価し、今後も健全な病院経営を維持

するとともに、発展していくことを期待する。

 全議案に賛成

　一般会計・各特別会計予算では、依然厳しい財政

環境の中、経費削減に努めながら、「第６次八戸市

総合計画」に掲げた戦略と「八戸市まち・ひと・し

ごと創生総合戦略」が連動した各種施策に取り組む

とともに、中核市としての本気度を示すように政策

課題に果敢に挑もうとしていることに敬意を表する。

　自動車運送事業では、バス事業を取り巻く環境が

厳しい状況にある中、利便性向上に努め、利用者数

の増加に向け最大限の努力をしていることを評価し、

今後も、人材確保や経営改善に努力し、公営交通の

使命を全うするための地道な取り組みを要望する。

　市民病院事業では、経営健全化に向け不断の努力

を重ねてきた成果を高く評価し、今後も県南地域の

中核病院として、地域住民に寄り添った持続可能な

医療の提供を続けていくことを要望する。

 全議案に賛成

　一般会計予算では、市職員の時間外勤務を災害な

ど臨時の必要性がある場合に限定するほか、児童福

祉などに関係する調査の際の家庭事情への配慮、指

定管理者制度を導入している南郷図書館は市が直接

管理運営することなどを提言する。

　自動車運送事業では、バス利用の増進や支出削減

など、経営の合理化に努めてきたことを評価し、今

後も交通弱者の足を守るため、一層の努力を求める。

　市民病院事業では、患者中心の恕
おも

いやりのある医

療提供を理念に、最善の医療を提供することを望む。

 全議案に賛成

　一般会計予算では、各費目において新規事業を計

上するなど意欲的に編成したことは評価するが、今

後、美術館の建設など大型プロジェクトがめじろ押

しである一方、人口減少などによる地方経済の落ち

込みが予測され、そう遠くない時期から税収が減少

に転じると思われることから、的確な将来予測によ

り堅実な財政運営を図るよう要望する。

　自動車運送事業では、経営環境が極めて厳しい状

況にありながら、意欲的に改革に取り組んでいるこ

とを評価し、正職員と臨時職員の同一労働、同一賃

金の実現に向けて鋭意努力することなどを要望する。

　市民病院事業では、経営健全化に取り組み、大き

な成果を上げていることを高く評価し、平成29年度

は診療手当改定など医師確保に力を入れており、さ

らなる医療サービスの提供ができるものと期待する。

 一部の議案に反対

　一般会計予算では、陸奥湊駅前地区再開発事業や

災害に強いまちづくりのための施策推進などは大い

に評価するが、高齢者・障がい者などの弱者対策や

非正規労働者の改善、通学路・生活道路の除雪など、

暮らしに関わる市民の切実な願いに応える内容とな

っていないことから反対し、学校給食特別会計では、

新西地区給食センターは民間委託の拡大などコスト

面のみを重視しており、教育の一環としての学校給

食の目的から遠のいていることから反対する。

　自動車運送事業では、嘱託職員への一時金支給を

評価し、今後とも市民から頼られる身近な公共交通

機関としての役割を果たすことを求め賛成する。

　市民病院事業では、他町村への医師派遣活動など

を評価し、今後とも市民の命と健康を守る地域の中

核病院としての役割を果たすことを求め賛成する。

 全議案に賛成

　一般会計予算では、保健所の業務移行により医療

・福祉・介護との施策の一元化が図られることに期

待し、また、多数の新規事業への意欲を評価すると

ともに、山車小屋整備、子育て支援、若年層のまち

づくり活動支援などについて特段の尽力を要望する。

　自動車運送事業では、低床バスの計画的な導入を

評価し、安全第一の運行と経営を要望する。

　市民病院事業では、緩和ケア病棟の建設による病

院全体の質の向上を期待し、今後とも、地域医療に

貢献することを望む。



5  市議会だより

一
般
質
問

一 

般 

質 

問

市
長
選
挙
に
向
け
た
決
意
は

　
　
　

自
由
民
主
・
市
民
ク
ラ
ブ
代
表

　
　

 

　
　
　
　
　

大　

館　

恒　

夫

【
問
い
】　

市
長
に
対
し
、
引
き
続
き

市
政
を
担
う
こ
と
を
強
く
要
請
す
る
が
、

本
年
秋
に
行
わ
れ
る
市
長
選
挙
に
向
け

た
決
意
を
伺
い
た
い
。

【
答
え
】　

こ
れ
ま
で
進
め
て
き
た
施

策
の
成
果
が
芽
吹
い
て
き
て
い
る
こ
と

を
実
感
す
る
一
方
で
、
当
市
が
よ
り
大

き
く
飛
躍
で
き
る
か
ど
う
か
は
今
後
の

展
開
に
か
か
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

　

私
の
心
の
中
に
あ
る
、
こ
れ
か
ら
の

八
戸
に
向
け
た
ビ
ジ
ョ
ン
を
や
り
遂
げ

た
い
と
い
う
気
持
ち
と
、
そ
れ
を
市
長

と
し
て
遂
行
で
き
る
の
か
に
つ
い
て
、

自
分
自
身
の
気
力
・
体
力
に
問
い
か
け

た
結
果
、
四
た
び
信
任
が
得
ら
れ
る
な

ら
ば
、
引
き
続
き
市
政
を
担
い
、
郷
土

八
戸
の
限
り
な
い
発
展
と
市
民
の
幸
福

の
た
め
一
身
を
さ
さ
げ
た
い
と
い
う
考

え
に
至
り
、
次
期
市
長
選
挙
へ
の
出
馬

を
決
意
し
た
。

待
機
児
童
解
消
へ
の
取
り
組
み
は

　
　
　
　
　
　

き
ず
な
ク
ラ
ブ
代
表

　
　
　
　
　
　
　
　

五　

戸　

定　

博

【
問
い
】　

待
機
児
童
の
解
消
に
向
け

た
保
育
所
の
整
備
状
況
と
、
今
後
の
整

備
計
画
策
定
に
当
た
っ
て
の
方
針
を
伺

い
た
い
。

【
答
え
】　

市
で
は
、
保
育
所
な
ど
に

入
所
す
る
子
ど
も
の
安
全
な
保
育
環
境

の
確
保
な
ど
の
た
め
、
耐
用
年
数
を
超

過
し
て
い
る
建
物
の
改
築
な
ど
を
行
う

整
備
計
画
を
策
定
し
て
お
り
、
平
成
30

年
度
ま
で
の
現
計
画
で
は
、
平
成
28
年

度
ま
で
は
計
画
ど
お
り
の
４
施
設
を
整

備
し
、
平
成
29
年
度
に
お
い
て
も
２
施

設
の
整
備
を
予
定
し
て
い
る
。

　

今
後
に
つ
い
て
は
、
現
計
画
と
同
様

に
、
既
存
の
建
物
の
改
築
な
ど
を
優
先

し
た
新
た
な
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
と

し
て
お
り
、
計
画
的
に
施
設
整
備
を
進

め
、
す
べ
て
の
子
ど
も
が
安
心
し
て
保

育
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

子
ど
も
医
療
費
無
料
化
の
拡
大
を

　
　
　
　
　
　

公
明
党
代
表

　
　
　
　
　
　
　
　

前　

澤　

時　

廣

【
問
い
】　

通
院
費
無
料
化
の
対
象
を

小
学
校
３
年
生
ま
で
、
小
学
校
６
年
生

ま
で
、
中
学
校
３
年
生
ま
で
と
段
階
的

に
引
き
上
げ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
所
要

額
並
び
に
所
見
を
伺
い
た
い
。

【
答
え
】　

乳
幼
児
等
医
療
費
助
成
制

度
の
対
象
を
段
階
的
に
拡
充
す
る
こ
と

は
、
持
続
可
能
な
制
度
と
す
る
た
め
に

有
効
な
手
法
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

現
行
の
所
得
制
限
水
準
で
所
要
額
を

試
算
す
る
と
、
各
段
階
で
年
間
約
１
億

１
千
万
円
ず
つ
、
中
学
生
ま
で
で
合
計

約
３
億
４
千
万
円
が
必
要
と
見
込
ん
で

お
り
、
地
方
が
負
担
で
き
る
範
囲
に
は

限
界
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
と
し
て
は
、

国
が
責
任
を
も
っ
て
全
国
一
律
の
制
度

を
構
築
す
る
よ
う
要
望
を
継
続
し
つ
つ
、

独
自
の
助
成
制
度
の
在
り
方
に
つ
い
て
、

引
き
続
き
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
の

取
り
扱
い
事
務
と
対
応
は

　

 

　
　

日
本
共
産
党
議
員
団
代
表

　
　
　
　
　
　
　
　

苫
米
地　

あ
つ
子

【
問
い
】　

市
庁
内
で
個
人
番
号
の
記

載
を
求
め
る
書
類
は
、
い
く
つ
の
課
で

何
種
類
あ
る
の
か
、
ま
た
個
人
番
号
を

記
載
し
な
か
っ
た
場
合
の
取
り
扱
い
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

【
答
え
】　

昨
年
の
１
月
か
ら
利
用
が

開
始
さ
れ
た
個
人
番
号
は
、
現
在
、
16

課
64
の
事
務
に
お
い
て
申
請
書
類
へ
の

記
載
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

　

個
人
番
号
を
確
認
で
き
る
書
類
を
持

た
ず
に
来
庁
し
、
窓
口
で
記
載
で
き
な

い
ケ
ー
ス
も
見
受
け
ら
れ
る
が
、
記
載

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
手
続
き
を
滞
ら

せ
る
こ
と
は
せ
ず
に
申
請
書
類
を
受
理

し
て
お
り
、
次
回
以
降
の
手
続
き
で
の

記
載
の
協
力
を
お
願
い
し
て
い
る
。

　

今
後
も
、
市
民
の
理
解
が
得
ら
れ
る

よ
う
に
、
制
度
の
意
義
や
具
体
的
な
手

続
き
な
ど
の
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

指
定
ご
み
袋
の
形
状
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
へ
の
対
応
は

　
　
　
　

自
由
民
主
・
市
民
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　

高　

山　

元　

延

【
問
い
】　

指
定
ご
み
袋
に
つ
い
て
独

自
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

取
っ
手
付
き
袋
の
希
望
者
が
多
い
と
い

う
結
果
を
得
た
が
、
市
は
ど
の
よ
う
に

受
け
止
め
、
対
応
す
る
の
か
伺
い
た
い
。

【
答
え
】　

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
４
回

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
が
、
い

ず
れ
も
平
袋
の
希
望
が
多
か
っ
た
た
め
、

現
状
の
ま
ま
使
用
す
る
考
え
で
あ
る
。

　

今
後
は
、
議
員
の
調
査
結
果
を
参
考

に
す
る
と
と
も
に
、
よ
り
的
確
な
市
民

ニ
ー
ズ
の
把
握
の
た
め
、
引
き
続
き
調

査
を
実
施
す
る
な
ど
、
市
民
の
意
向
に

沿
え
る
よ
う
検
討
を
継
続
し
て
い
く
。

南
部
バ
ス
へ
の
助
成
策
は

　
　
　

 

　
　
　

無
所
属

　
　
　
　
　
　
　
　

山　

名　

文　

世

【
問
い
】　

南
部
バ
ス
へ
の
高
齢
者
等

バ
ス
特
別
乗
車
証
負
担
金
の
在
り
方
と

事
業
再
生
の
助
成
策
を
伺
い
た
い
。

【
答
え
】　

同
負
担
金
に
つ
い
て
は
段

階
的
に
増
額
し
て
き
て
お
り
、
平
成
29

年
度
予
算
で
は
１
億
円
と
し
た
。

　

今
後
は
、
路
線
バ
ス
利
用
実
績
の
把

握
が
現
実
的
に
困
難
で
あ
る
こ
と
を
踏

ま
え
、
必
要
に
応
じ
て
バ
ス
事
業
者
と

の
協
議
に
よ
り
検
討
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
事
業
譲
渡
後
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
既
存
の
交
通
計
画
の
推
進
を

図
り
、
地
域
公
共
交
通
の
利
便
性
向
上

や
利
用
促
進
に
係
る
支
援
策
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

類
家
中
央
７
号
公
園
の
整
備
状
況
は

　
　
　
　

自
由
民
主
・
市
民
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　

高　

橋　

一　

馬

【
問
い
】　

類
家
中
央
７
号
公
園
の
整

備
状
況
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

【
答
え
】　

同
公
園
は
、
平
成
３
年
に

都
市
計
画
決
定
さ
れ
て
お
り
、
平
成
23

年
に
は
国
の
交
付
金
事
業
に
よ
る
整
備

計
画
に
位
置
付
け
、
平
成
26
年
度
に
は
、

地
域
住
民
と
の
検
討
会
を
開
催
す
る
な

ど
、
実
施
設
計
を
取
り
ま
と
め
て
い
る
。

　

事
業
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
公
園
規

模
が
大
き
い
た
め
国
の
支
援
が
不
可
欠

で
あ
る
が
、
交
付
金
制
度
の
見
直
し
が

行
わ
れ
、
整
備
が
困
難
と
な
っ
た
。

　

市
と
し
て
は
、
引
き
続
き
整
備
財
源

の
確
保
に
向
け
、
調
査
・
研
究
を
行
い
、

早
期
の
事
業
実
施
に
努
め
て
い
く
。



図
書
館
の
大
活
字
本
の
充
実
を

　
　
　

 

　
　
　

無
所
属

　
　
　
　
　
　
　
　

伊　

藤　

圓　

子

【
問
い
】　

市
図
書
館
に
お
け
る
、
大

活
字
本
の
整
備
と
利
用
状
況
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

【
答
え
】　

大
活
字
本
は
、
低
視
力
者

や
高
齢
者
の
方
で
も
読
み
や
す
い
よ
う
、

文
字
や
行
間
を
大
き
く
す
る
な
ど
し
て

印
刷
し
た
本
で
、
市
図
書
館
で
は
年
間

60
冊
程
度
を
購
入
し
て
お
り
、
現
在
、

本
館
に
約　
　
　
　

冊
、
南
郷
図
書
館

に
約　
　
　

冊
の
所
蔵
が
あ
り
、
こ
こ

数
年
、
利
用
が
増
加
し
て
い
る
。

　

今
後
は
、
大
活
字
本
の
所
蔵
を
周
知

し
、
要
望
を
踏
ま
え
て
購
入
冊
数
を
増

や
し
、
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
い
く
。

学
校
給
食
廃
棄
物
の
リ
サ
イ
ク
ル
を

　
　
　
　
　
　

公
明
党

　
　
　
　
　
　
　
　

夏　

坂　
　
　

修

【
問
い
】　

学
校
給
食
廃
棄
物
の
堆
肥

化
に
つ
い
て
、
平
成
28
年
度
に
実
施
し

た
モ
デ
ル
事
業
の
実
績
と
、
今
後
の
予

定
を
伺
い
た
い
。

【
答
え
】　

こ
れ
ま
で
焼
却
処
分
を
し

て
い
た
給
食
残ざ

ん

渣さ

な
ど
の
生
ご
み
の
堆

肥
化
に
向
け
、
平
成
28
年
度
は
東
地
区

給
食
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
モ
デ
ル
事
業

を
実
施
し
、
実
際
に
排
出
さ
れ
る
量
の

把
握
と
運
搬
方
法
な
ど
の
確
認
を
行
い
、

約
50
㌧
の
生
ご
み
を
堆
肥
化
し
た
。

　

平
成
29
年
度
か
ら
は
、
市
内
の
全
給

食
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
生
ご
み
リ
サ
イ

ク
ル
を
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

新
た
に
導
入
す
る
ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
事
業
の
内
容
は

　
　
　
　
　

き
ず
な
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　

三　

浦　

博　

司

【
問
い
】　

平
成
29
年
度
か
ら
市
独
自

で
導
入
す
る
同
事
業
の
内
容
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

【
答
え
】　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
５

人
の
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

に
よ
る
相
談
体
制
を
新
し
く
構
築
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　

具
体
的
に
は
、
中
学
校
へ
の
配
置
や
、

配
置
校
以
外
の
小
中
学
校
の
派
遣
要
請

に
応
じ
た
訪
問
に
よ
り
問
題
の
解
決
を

図
る
ほ
か
、
市
で
行
う
要
保
護
児
童
対

策
実
務
者
協
議
会
な
ど
に
出
席
し
、
情

報
の
共
有
を
図
り
な
が
ら
支
援
を
進
め

て
い
く
。

避
難
情
報
な
ど
の
周
知
方
法
は

　
　
　
　

自
由
民
主
・
市
民
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　

藤　

川　

優　

里

【
問
い
】　

台
風
な
ど
の
水
害
時
に
お

い
て
発
令
さ
れ
る
避
難
情
報
と
日
ご
ろ

の
備
え
な
ど
に
つ
い
て
、
市
民
に
ど
の

よ
う
に
周
知
し
て
い
く
の
か
伺
い
た
い
。

【
答
え
】　

各
避
難
情
報
と
求
め
ら
れ

る
避
難
行
動
に
つ
い
て
、
高
齢
者
利
用

施
設
な
ど
へ
の
ポ
ス
タ
ー
の
配
布
や
市

広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
た

周
知
に
努
め
て
い
る
ほ
か
、
非
常
持
ち

出
し
品
の
準
備
な
ど
、
日
ご
ろ
か
ら
災

害
に
備
え
て
お
く
よ
う
働
き
か
け
て
お

り
、
今
後
も
、
地
域
で
実
施
さ
れ
る
防

災
訓
練
な
ど
の
機
会
を
通
じ
て
情
報
を

発
信
し
て
い
く
と
と
も
に
、
よ
り
効
果

的
な
周
知
方
法
を
検
討
し
て
い
く
。

蕪
島
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
公
園
整
備
の

進し

ん

捗
ち
ょ
く

状
況
お
よ
び
施
設
概
要
は

　
　
　
　

自
由
民
主
・
市
民
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　

日　

當　

正　

男

【
問
い
】　

同
公
園
の
整
備
の
進
捗
状

況
と
施
設
概
要
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

【
答
え
】　

同
公
園
は
、
蕪
島
多
目
的

広
場
を
蕪
島
か
ら
マ
リ
エ
ン
ト
ま
で
の

連
続
性
を
重
視
し
た
魅
力
的
な
公
園
と

し
て
整
備
す
る
も
の
で
、
マ
リ
エ
ン
ト

側
は
平
成
28
年
度
に
、
蕪
島
側
は
平
成

29
年
度
に
整
備
完
了
の
予
定
で
あ
る
。

　

同
公
園
内
に
は
、
芝
生
に
覆
わ
れ
た

緩
や
か
な
起
伏
の
築
山
を
配
置
し
、
そ

の
間
に
園
路
や
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
を
整
備

す
る
な
ど
、
三
陸
復
興
国
立
公
園
の
北

の
玄
関
口
に
ふ
さ
わ
し
い
空
間
の
創
出

に
努
め
て
い
く
。

高
齢
者
へ
の
居
住
支
援
の
現
状
は

　
　
　
　
　
　

公
明
党

　
　
　
　
　
　
　
　

中　

村　

益　

則

【
問
い
】　

高
齢
者
な
ど
配
慮
を
要
す

る
方
の
民
間
賃
貸
住
宅
へ
の
円
滑
な
入

居
促
進
の
た
め
設
立
さ
れ
た
居
住
支
援

協
議
会
に
つ
い
て
、
現
状
を
伺
い
た
い
。

【
答
え
】　

県
内
で
は
平
成
27
年
９
月

に
設
立
さ
れ
た
青
森
県
居
住
支
援
協
議

会
が
「
青
森
県
あ
ん
し
ん
賃
貸
支
援
事

業
」
を
実
施
し
て
い
る
が
、
当
市
に
お

け
る
活
用
例
は
な
く
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
や
サ
ブ
セ
ン
タ
ー
が
個
別
に

対
応
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　

今
後
は
、
当
該
事
業
の
状
況
を
見
な

が
ら
、
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
方
法
な
ど
に

つ
い
て
、
不
動
産
関
係
団
体
な
ど
と
協

議
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

国
民
健
康
保
険
税
の
試
算
に
関
す

る
打
診
は

　
　
　
　
　
　

日
本
共
産
党
議
員
団

　
　
　
　
　
　
　
　

田　

端　

文　

明

【
問
い
】　

平
成
30
年
度
に
国
民
健
康

保
険
の
運
営
が
市
町
村
か
ら
都
道
府
県

に
移
管
さ
れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
県
が

本
年
２
月
に
示
し
た
保
険
税
の
試
算
額

に
つ
い
て
、
事
前
の
話
し
合
い
や
相
談

が
あ
っ
た
の
か
伺
い
た
い
。

【
答
え
】　

保
険
料
率
の
算
定
方
式
に

つ
い
て
は
、
県
内
の
全
市
町
村
長
な
ど

で
構
成
す
る
会
議
な
ど
で
話
し
合
っ
て

き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
回
の
試
算
額

は
、
現
時
点
で
見
込
む
こ
と
の
で
き
な

い
公
費
助
成
を
入
れ
ず
に
計
算
さ
れ
て

お
り
、
今
後
の
検
討
材
料
と
し
て
示
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

陸
奥
湊
魚
菜
市
場
を
核
と
し
た
ま

ち
づ
く
り
事
業
は

　
　
　
　
　

き
ず
な
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　

寺　

地　

則　

行

【
問
い
】　

市
営
陸
奥
湊
魚
菜
市
場
と

民
間
所
有
の
市
場
の
建
て
替
え
を
官
民

連
携
で
進
め
る
意
義
に
つ
い
て
、
所
見

を
伺
い
た
い
。

【
答
え
】　

事
業
の
リ
ス
ク
軽
減
や
ス

ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
が
図
ら
れ
、
湊
地
区
住

民
全
体
の
積
極
的
な
ま
ち
づ
く
り
へ
の

参
加
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
期
待
し
て

お
り
、
ま
た
、
事
業
へ
の
関
心
度
も
高

ま
り
、
新
た
な
出
店
者
や
金
融
機
関
な

ど
事
業
協
力
者
も
得
や
す
く
な
る
と
思

わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
経
済
の
活
性

化
に
も
貢
献
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

一
般
質
問

市議会だより  ６印刷部数 98,800 部　　印刷経費 1 部あたり 11.016 円

　

本
会
議
や
委
員
会
な
ど
は
、 

ど
な
た

で
も
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

３
月
定
例
会
で
は
、 

46
人
の
傍
聴
者

が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
期
定
例
会
は
、 

６
月
に
開
催
さ
れ

る
予
定
で
す
。 

1
　

8
　

5
　

0

2
5
0



（Ａ） （Ｂ） (A)-(B) (C) (C)/(B) (A)-(D) (E) (E)/(D)

国 民 健 康 保 険 29,022,141 29,204,650 △ 182,509 △ 0.6 △ 627,582 △ 2.1

地 方 卸 売 市 場
八 戸 市 魚 市 場

363,959 353,393 10,566 3.0 203 0.1

都 市 計 画 土 地
区 画 整 理 事 業

1,994,000 1,947,938 46,062 2.4 △ 43,250 △ 2.1

1,997,429 5,200,138 △ 3,202,709 △ 61.6 △ 32,622 △ 1.6

12,530,000 12,847,243 △ 317,243 △ 2.5 564,359 4.7

公 共 用 地 取 得 事 業 1 1 0 0.0 0 0.0

都 市 計 画 駐 車 場 1,976,802 412,321 1,564,481 379.4 1,524,981 337.5

中 央 卸 売 市 場 546,000 322,211 223,789 69.5 212,563 63.7

48,656 45,555 3,101 6.8 181 0.4

342,000 326,916 15,084 4.6 10,084 3.0

介 護 保 険 20,499,360 20,284,931 214,429 1.1 △ 13,583 △ 0.1

国 民 健 康 保 険
南 郷 診 療 所

175,000 168,509 6,491 3.9 △ 4,989 △ 2.8

後 期 高 齢 者 医 療 2,242,438 2,154,484 87,954 4.1 90,051 4.2

母 子 父 子 寡 婦 福 祉
資 金 貸 付 事 業

74,000 0 74,000 皆増 56,235 316.5

71,811,786 73,268,290 △ 1,456,504 △ 2.0 1,736,631 2.5

（単位：千円）

収入 支出

1,552,824 1,634,652

16,380,000 17,320,000

17,932,824 18,954,652

△ 8,799,408 △ 8.594,500,000 96,100,000 △ 1,600,000 △ 1.7 103,299,408

自 動 車 運 送 事 業 会 計

市 民 病 院 事 業 会 計

合　　　　　　　　　計

一 般 会 計

特

別

会

計

29,649,723

363,756

2,037,250

2,030,051

11,965,641

1

451,821

333,437

48,475

331,916

20,512,943

179,989

平成29年度当初予算総括表
(単位：千円、％）

会 計 名

平 成 29 年 度
当 初

平 成 28 年 度
当 初

対 当 初
増 減 額

平 成 28 年 度
12 月 現 計

対 現 計
増 減 額増減率 増 減 率

（Ｄ）

2,152,387

70,075,155

霊 園

17,765

学 校 給 食

都市計画下水道事業

農 業 集 落 排 水 事 業

△ 7,062,777 △ 4.1

小　　　　計

合　　　　　　　　　計

会 計 名
収益的

166,311,786 169,368,290 △ 3,056,504 △ 1.8 173,374,563
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No 会　　計　　名 款 質　　疑　　事　　項

1 一般会計　　歳　出 総務費 マイナンバー制度に関わる行政サービスについて

2 一般会計　　歳　出 総務費 職員の働き方改革について

3 一般会計　　歳　出 総務費 オープンデータの取組状況について

4 一般会計　　歳　出 総務費 市税のコンビニ収納について

5 一般会計　　歳　出 総務費 小学校での交通安全教室について

6 一般会計　　歳　出 総務費 ボランティア活動支援補助金について

7 一般会計　　歳　出 総務費 職員の人材交流事業（弘前市）について

8 一般会計　　歳　出 総務費 庁舎防犯カメラ設置について

9 一般会計　　歳　出 総務費 記念試合スポンサー事業について

10 一般会計　　歳　出 総務費 ふるさと寄附について

11 一般会計　　歳　出 総務費 庁舎内防犯カメラの設置の内容について

12 一般会計　　歳　出 総務費 市民の花・鳥・木そして「市民の魚」について

13 一般会計　　歳　出 総務費 資本主義社会と市の歳出の考え方について

14 一般会計　　歳　出 総務費 時間外勤務について

15 一般会計　　歳　出 総務費 男女共同参画社会の推進について

16 一般会計　　歳　出 総務費 防犯カメラ設置について

17 一般会計　　歳　出 総務費 照明ＬＥＤ化について

18 一般会計　　歳　出 総務費 学生まちづくり助成金、学生まちづくり活動支援助成金について

19 一般会計　　歳　出 総務費 高等学校地域活動促進事業助成金について

20 一般会計　　歳　出 総務費 コンビニ収納代行業務等委託料について

21 一般会計　　歳　出 総務費 コンビニ交付運営負担金について

22 一般会計　　歳　出 総務費 Ｕターン、定住促進について

23 一般会計　　歳　出 民生費 災害時要援護者支援マップシステムについて

24 一般会計　　歳　出 民生費 みんなで子育てLOVE八戸について

25 一般会計　　歳　出 民生費 保育補助者雇上強化事業補助金について

26 一般会計　　歳　出 民生費 保育士資格取得支援事業補助金について

27 一般会計　　歳　出 民生費 三条児童館整備事業について

28 一般会計　　歳　出 民生費 民生委員活動費の増額について

29 一般会計　　歳　出 民生費 ”読み聞かせ”キッズブック事業の評価について

30 一般会計　　歳　出 民生費 「保育所保育指針」の改定案について

31 一般会計　　歳　出 民生費 無料低額診療調剤費助成について

32 一般会計　　歳　出 民生費 福祉避難所の備品等整備について

33 一般会計　　歳　出 民生費 パラリンピック、スペシャルオリンピックについて

34 一般会計　　歳　出 民生費 児童福祉等に関する扱いについて

35 一般会計　　歳　出 民生費 民生委員報償費について

36 一般会計　　歳　出 民生費 鷗盟大学運営委託料について

37 一般会計　　歳　出 民生費 地域子育て支援拠点事業委託料について

38 一般会計　　歳　出 民生費 ファミリーサポートセンター業務委託料について

39 一般会計　　歳　出 民生費 ユニバーサルデザインによるマークの活用等について

40 一般会計　　歳　出 民生費 避難行動要支援者について

41 一般会計　　歳　出 衛生費 休日夜間当番薬局事業費補助金について

42 一般会計　　歳　出 衛生費 休日夜間急病診療所について

43 一般会計　　歳　出 衛生費 ハイリスク妊産婦アクセス支援事業について

44 一般会計　　歳　出 衛生費 乳がん検診について

45 一般会計　　歳　出 衛生費 総合保健センター周辺の交通渋滞対策について

平成29年３月　予算特別委員会質疑一覧表
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No 会　　計　　名 款 質　　疑　　事　　項

平成29年３月　予算特別委員会質疑一覧表

46 一般会計　　歳　出 衛生費 合併浄化槽設置整備費補助金について

47 一般会計　　歳　出 衛生費 燃やせるごみ袋のリサイクル可能なごみの混入率について

48 一般会計　　歳　出 衛生費 混入ごみの資源化と分別徹底について

49 一般会計　　歳　出 衛生費 総合保健センター及び新健診センターについて

50 一般会計　　歳　出 衛生費 合併処理浄化槽について

51 一般会計　　歳　出 衛生費 産廃不法投棄関係について

52 一般会計　　歳　出 労働費 地域事業所人材獲得等支援事業費について

53 一般会計　　歳　出 労働費 ほんのり温ったか八戸移住計画支援事業費について

54 一般会計　　歳　出 労働費 シルバー人材センター補助金について

55 一般会計　　歳　出 労働費 障がい者雇用奨励金について

56 一般会計　　歳　出 農林水産業費 地域おこし協力隊について

57 一般会計　　歳　出 農林水産業費 ワイン産業創出支援事業について

58 一般会計　　歳　出 農林水産業費 イカ不漁の原因、加工業者対策について

59 一般会計　　歳　出 農林水産業費 湊町活性化魚菜市場改築について

60 一般会計　　歳　出 農林水産業費 荷捌き所Ｄ棟の排水設備と岸壁勾配の設計について

61 一般会計　　歳　出 農林水産業費 南郷朝もやの里について

62 一般会計　　歳　出 農林水産業費 Ａ棟関連について

63 一般会計　　歳　出 農林水産業費 農業振興策について

64 一般会計　　歳　出 農林水産業費 市民農園について

65 一般会計　　歳　出 商工費 ユートリーに展示の山車について

66 一般会計　　歳　出 商工費 観光宣伝広告等委託料について

67 一般会計　　歳　出 商工費 ミニ山車製作等委託料について

68 一般会計　　歳　出 商工費 中心街活性化事業について

69 一般会計　　歳　出 商工費 種差海岸インフォメーションセンターについて

70 一般会計　　歳　出 商工費 館鼻漁港公衆トイレ整備事業について

71 一般会計　　歳　出 商工費 ロボフェスタはちのへについて

72 一般会計　　歳　出 商工費 新産業団地について

73 一般会計　　歳　出 商工費 レジデンス事業等委託料について

74 一般会計　　歳　出 商工費 はっち運営事業について

75 一般会計　　歳　出 土木費 主要幹線道路の路面下空洞調査について

76 一般会計　　歳　出 土木費 道路の無電柱化について

77 一般会計　　歳　出 土木費 市営住宅における単身入居者死亡後の残置物への対応について

78 一般会計　　歳　出 土木費 新大橋架けかえについて

79 一般会計　　歳　出 土木費 親水公園について

80 一般会計　　歳　出 土木費 急傾斜地崩壊対策について

81 一般会計　　歳　出 土木費 道路維持管理費について

82 一般会計　　歳　出 土木費 マチニワとはっちの間の県道横断歩道について

83 一般会計　　歳　出 土木費 本八戸駅通りの整備について

84 一般会計　　歳　出 土木費 八戸駅東口乗降場の設置について

85 一般会計　　歳　出 土木費 長根公園周辺道路整備について

86 一般会計　　歳　出 土木費 雨水対策について

87 一般会計　　歳　出 土木費 花小路の整備等について

88 一般会計　　歳　出 消防費 自主防災組織育成及び活動支援等について

89 一般会計　　歳　出 消防費 野場屯所建てかえについて

90 一般会計　　歳　出 消防費 津波避難施設の役割等について
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No 会　　計　　名 款 質　　疑　　事　　項

平成29年３月　予算特別委員会質疑一覧表

91 一般会計　　歳　出 消防費 自主防災組織育成助成補助金の対象について

92 一般会計　　歳　出 消防費 消防団人員確保等について

93 一般会計　　歳　出 消防費 避難所運営マニュアル（避難所名簿等）について

94 一般会計　　歳　出 教育費 学校給食について

95 一般会計　　歳　出 教育費 小中学校における菜園保有状況について

96 一般会計　　歳　出 教育費 学校跡地活用事業（公募による選定）について

97 一般会計　　歳　出 教育費 スクールソーシャルワーカー配置について

98 一般会計　　歳　出 教育費 無形民俗文化財後継者養成補助金について

99 一般会計　　歳　出 教育費 保健室への電話機設置について

100 一般会計　　歳　出 教育費 スクールソーシャルワーカーの勤務条件等について

101 一般会計　　歳　出 教育費 史跡根城の広場について

102 一般会計　　歳　出 教育費 氷都パワーアッププロジェクトについて

103 一般会計　　歳　出 教育費 レスリングのまち推進事業について

104 一般会計　　歳　出 教育費 教科書採択について

105 一般会計　　歳　出 教育費 八戸ブックセンター運営費と自主事業経費について

106 一般会計　　歳　出 教育費 （仮）「本のまち」課創設について

107 一般会計　　歳　出 教育費 南郷図書館等指定管理料について

108 一般会計　　歳　出 教育費 南郷文化ホールについて

109 一般会計　　歳　出 教育費 給付型奨学金について

110 一般会計　　歳　出 教育費 解体撤去等工事費について

111 一般会計　　歳　出 教育費 新美術館館長について

112 一般会計　　歳　出 教育費 （仮称）伊調記念スーパーキッズレスリング選手権大会負担金について

113 一般会計　　歳　出 教育費 学校給食について

114 一般会計　　歳　出 教育費 部活動について

115 一般会計　　歳　出 教育費 学校司書について

116 一般会計　　歳　出 教育費 八戸ブックセンター事業費について

117 国民健康保険特別会計 国保減免について（申請）

118 地方卸売市場魚市場特別会計 第三魚市場A棟稼働向上事業費について

119 都市計画土地区画整理事業特別会計 八戸駅西土地区画整理事業費について

120 都市計画土地区画整理事業特別会計 八戸駅西土地区画整理事業について

121 学校給食特別会計 給食センター業務委託について

122 都市計画下水道事業特別会計　 処理場維持管理業務について

123 都市計画下水道事業特別会計　 東部終末処理場水処理施設増築整備費について

124 介護保険特別会計 認知症対策について

125 介護保険特別会計 地域包括ケアシステムについて

126 自動車運送事業会計　 旭ヶ丘営業所分煙について

127 自動車運送事業会計　 運転者初任給について

128 自動車運送事業会計　 運転者平均年齢について

129 市民病院事業会計 病床削減について
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